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「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
た
い
」

そ
ん
な
願
い
と
、
健
康
や
福
祉
に

つ
い
て
一
層
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
去
る
十
月
九
日

農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第

十
五
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
町

民
ほ
か
町
外
か
ら
も
約
五
百
人
が

参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
町
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
が
関
係
団
体
と
連
携
の
も
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
と
も
に
年
一
回
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
度
は
特
に
、
徳
島
新
聞
社

移
動
編
集
局
と
の
共
催
で
行
っ

た
た
め
、
関
心
の
あ
る
人
が
大
勢

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
保

健
や
福
祉
の
各
分
野
に
貢
献
や
尽

力
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
並
び

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
山
田
・

西
岡
愛
育
班
班
長
湯
浅
洋
子
さ
ん

か
ら
は
「
一
つ
の
こ
と
を
長
期
間

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
。
こ
れ
を

励
み
に
今
後
も
地
道
に
務
め
て
い

き
た
い
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
移
動
編
集

局
事
業
「
勝
浦
郡

た
か
ら
も
の
発

見
！
」
と
し
て
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
演
題
は
「
食
育
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
」
講
師
は
本
県

出
身
の
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全

局

消
費
情
報
官
補
佐

勝
野
美
江

さ
ん
。
食
育
基
本
法
が
今
年
六
月

に
制
定
さ
れ
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
た
め
に
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
等
を
中
心
に
国
民
運
動
と
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、

「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
の
欠
如
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や

不
規
則
な
食
事
の
増
加
、
肥
満
や

生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
身
近
な

食
の
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

さ
れ
参
加
者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
平
成
十
四
年
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
で
「
地
産
地
消
」

を
積
極
的
に
推
進
し
、
早
期
か
ら

子
ど
も
達
の
「
食
」
の
安
心
、
安

全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
講
演
終
了
後
、
町
内
で

「
食
」
に
日
ご
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
食
生
活
改
善
推
進
員
と
男
の

料
理
教
室
の
会
員
と
の
意
見
交
換

会
の
時
間
も
も
た
れ
、
改
め
て
食

の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
の
参
考
に
な
り
大
変

有
意
義
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
な
お
一

層
長
寿
が
享
受
で
き
る
勝
浦
町
を

目
指
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一

勝
浦
町
長
表
彰
状

山
田･

西
岡
愛
育
班
（
保
健
予
防
活
動
）

二

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
状

平

井

力
（
老
人
福
祉
）

木

原

保

枝
（
老
人
福
祉
）

中

村

清

志
（
老
人
福
祉
）

與

川

辰

美
（
障
害
者
福
祉
）

遊

亀

ト
ヨ
子
（
障
害
者
福
祉
）

石

田

タ
カ
ミ
（
障
害
者
福
祉
）

橋

谷

光

子
（
母
子
福
祉
）

山

本

順

子
（
母
子
福
祉
）

清

水

学
（
遺
族
会
福
祉
）

岡

マ
リ
ミ
（
遺
族
会
福
祉
）

栗

城

初

江
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

栗

城

政

美
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

古

田

峯

子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

杉

生

嘉

子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

森

て
る
子
（
勝
寿
会
）

福

良

峰

子
（
勝
寿
会
）

高

田

史

芳
（
勝
寿
会
）

樫

本

美
輝
子
（
勝
寿
会
）

大

川

喜
代
子
（
勝
寿
会
）

三

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

岡

演

男
（
善
意
銀
行
）

殿

川

武

男
（
善
意
銀
行
）

関

東

清

男
（
善
意
銀
行
）

中

根

百

恵
（
善
意
銀
行
）

福

山

直

樹
（
善
意
銀
行
）

坂

口

二
三
江
（
善
意
銀
行
）

岸

上

イ
マ
ノ
（
歳
末
募
金
）

日

浦

茂

樹
（
歳
末
募
金
）

高

橋

嗣

男
（
歳
末
募
金
）

錦

内

花

子
（
歳
末
募
金
）

立

岩

輝

美
（
歳
末
募
金
）

吉

田

丈

二
（
歳
末
募
金
）

松

田

吉

男
（
歳
末
募
金
）

中

根

重

長
（
歳
末
募
金
）

宮

本

義

博
（
歳
末
募
金
）

松

下

節

子
（
歳
末
募
金
）

北

野

正

照
（
歳
末
募
金
）

細

川

寛
（
歳
末
募
金
・
車
提
供
）

平

岡

勝
（
歳
末
募
金
・
車
提
供
）

▲男の料理教室の簡単おやつ試食コーナー

表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！

第
15
回

健
康
・
福
祉
ま
つ
り

▲「食育」についてわかり
やすく解説する講師の
勝野美江さん



町民の皆様には、今後とも美しい勝浦町はもちろん、

他のまちの景観や自然を守るために、ゴミの正しい出

し方にご協力をお願いいたします。

問い合わせ 役場住民課 （2）1501

３

ゴミを山や川に捨てたり

他の市町村へ出さないでください！

家
庭
生
活
ゴ
ミ
や
粗
大
ゴ
ミ
を
山
や

川
へ
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
不
法
投
棄
の
罰
則
と

し
て
、「
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一

千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ

を
併
科
す
る
。」
と
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
不

法
投
棄
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

勝
浦
町
以
外
の
市
町
村
へ
ゴ
ミ
を
捨

て
た
り
、
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

勝
浦
町
の
家
庭
の
ゴ
ミ
（
一
般
廃
棄
物
）

は
、
勝
浦
町
が
計
画
的
に
収
集
・
運
搬
し

て
処
理
す
る
よ
う
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
市
町
村
へ
ゴ
ミ

を
捨
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
だ
け
で
な

く
、
他
の
市
町
村
の
指
定
収
集
場
所
へ
出

し
て
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
、
多
額
の
費
用

が
必
要
で
あ
り
、
持
ち
込
ま
れ
た
市
町
村

は
、
税
金
を
余
分
に
使
っ
て
処
理
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
間
違
っ
て
出
し

て
い
る
人
へ
の
注
意
や
役
場
へ
の
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
間
違
っ
て
出
す
人

（
町
指
定
袋
以
外
の
袋
や
他
市
町
村
指
定

の
ゴ
ミ
袋
を
使
用
し
た
り
、
分
別
で
き
て

い
な
い
。
）
を
、
担
当
職
員
が
発
見
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

そ
れ
は
、
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
夜

間
、
早
朝
の
時
間
を
選
ん
だ
り
、
人
が
あ

ま
り
通
ら
な
い
場
所
を
さ
が
し
て
い
る
こ

と
も
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
も
し
も

見
つ
け
た
場
合
は
、
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
注
意
で
き
な
い
場
合
で
も
、
時

間
、
場
所
、
車
の
プ
レ
ー
ト
番
号
、
人
相

等
を
記
録
し
て
、
す
ぐ
に
役
場
住
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
捨
て
た
人
を
調
べ
、

判
れ
ば
注
意
を
し
て
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り

と
今
後
の
防
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゴ
ミ
の
野
焼
き
の
禁
止

ゴ
ミ
の
野
焼
き
に
つ
い
て
も
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
不
法
投
棄
と
同
じ
禁

固
刑
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
絶
対

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
報
道
に
あ
る
よ
う
に
、

野
焼
き
を
す
る
と
猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
危
険
な
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
触
れ
て
被
害
を

受
け
る
の
は
、
野
焼
き
し
て
い
る
人
自
身

で
あ
り
、
他
人
に
も
迷
惑
を
か
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
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情 報 ア ラ カ ル ト

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
及
び
園
庭)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容
幼
稚
園
の
育
児
に
関
す
る
相
談
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
共
に
楽
し
く
子
育
て
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

前
日
祭

日

時

十
一
月
十
九
日

午
前
十
時
～
正
午

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内

容

記
念
講
演
「

予

定

」

学
園
祭

日

時

十
一
月
二
十
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内

容

展
示
紹
介
、
体
験
学
習
（
理
学

療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
）、

模
擬
店
、
バ
ザ
ー

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
数

問
い
合
わ
せ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
２
）４
８
１
０

◎
保
育
所
入
所
説
明
会
及
び
入
所
受
付

申
込
に
つ
い
て

入
所
定
員

生
比
奈
保
育
所

九
十
名

横
瀬
保
育
所

九
十
名

※
入
所
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
役

場
福
祉
課
・
生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所

で
申
請
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
保
育
所
入
所
説
明
会

日
時

十
一
月
十
七
日

午
後
七
時
～

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

◎
入
所
の
申
込
手
続
き

受
付
日
時
・
場
所

十
一
月
二
十
九
日

生
比
奈
保
育
所

十
一
月
三
十
日

横
瀬
保
育
所

午
前
九
時
～
午
後
四
時

※
こ
の
二
日
以
外
は
、
原
則
的
に
受
付
を
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
都
合
の
悪
い
方
は
事
前
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
の
と
き
の
注
意
点

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
児
童
を
同
伴

し
て
、
申
請
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課

(

２)

１
５
０
２

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

横
瀬
保
育
所

(

２)

２
２
４
６

二
十
一
世
紀
の
日
本
は
、
超
高
齢
・
人
口

減
少
社
会
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
い
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
若

い
う
ち
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
、
年
金
へ
の

加
入
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
新
し
い
農
業
者
年

金
は
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
加
入
者
数
の
変

化
や
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
な
い
今
の
時
代

に
合
っ
た
安
全
・
安
心
な
公
的
年
金
で
す
。

意
欲
の
あ
る
担
い
手
へ
の
保
険
料
の
助
成
や

税
金
控
除
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ農

業
委
員
会

（
２
）１
５
０
５

農
地
転
用
と
は

農
地
を
農
地
で
な
く
す
こ
と
、
す
な
わ
ち

農
地
に
区
画
形
質
の
変
更
を
加
え
て
住
宅
用

地
や
工
場
用
地
、
道
路
、
山
林
な
ど
の
用
地

に
転
換
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
時
的
な
農
地
転
用
は

農
地
を
一
時
的
な
資
材
置
場
、
作
業
員
仮

宿
舎
、
砂
利
採
取
場
な
ど
と
し
て
利
用
す
る

場
合
も
転
用
に
な
り
、
許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
の
転
用
を
し
た

場
合
は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り

厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ農

業
委
員
会

（
２
）１
５
０
５

11月30日 11月23日 11月16日 11月９日 11月２日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

十
時
四
十
五
分
～
十
一
時
十
五
分

★
わ
ら
べ
歌
で
遊
ぼ
う

★
「
勤
労
感
謝
の
日
」
お
休
み

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
音
楽
鑑
賞
教
室
「

」

～
秋
空
に
翔
た
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
調
べ
～

生
比
奈
保
育
所
リ
ズ
ム
室

十
時

～

十
時
四
十
分

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
誕
生
会
（
十
一
月
生
）

★
園
庭
開
放
日

九
時
四
十
五
分
～
十
一
時
十
五
分

お

知

ら

せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
十
一
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

第
十
回

紅
舞
祭

平
成
十
八
年
度

保
育
所
入
所
説
明
会

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
地
を
転
用
す
る
に
は

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
新
た
に
勝

浦
町
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の

保
護
者
を
対
象
に
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。



役
場
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課

(

２)

１
５
０
２

早
く
も
晩
秋
の
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
ょ
う
か
。
日
頃
は
、
ふ
る
さ
と
会
に
対

す
る
ご
尽
力
、
ご
協
力
に
役
員
一
同
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
は
、

例
年
ふ
る
さ
と
勝
浦
町
と
の
交
流
事
業
と
し

て
、
十
二
月
に
み
か
ん
の
木
オ
ー
ナ
ー
を
中

心
と
し
た
み
か
ん
狩
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
オ
ー
ナ
ー
以
外
の
方
々
も
ご
参
加

出
来
る
よ
う
下
記
の
と
お
り
企
画
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
ご
家
族
、
友
人
等
沢
山
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日

時

十
二
月
十
日

・
十
一
日

※
宿
泊
は
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
と
さ
か
も
と
」

を
予
約
し
て
い
ま
す
。

集
合
場
所

「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」

（
昨
年
度
ま
で
は
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
経
費
の
関
係
で
現

地
集
合
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

日

程

十
日

午
後
二
時
集
合
↓
体
験
学
習

(

木
炭
・
竹
炭
作
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
、

草
木
染
等
他
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加

者
に
は
改
め
て
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。)

↓
入
浴
↓
夕
食(

懇
親
交
流
会)

十
一
日

朝
食
↓
み
か
ん
狩
り
↓
昼
食
・
解
散

そ
の
他

自
家
用
車
の
方
・
高
速
バ
ス
利

用
の
方
、
日
帰
り
希
望
の
方
・
夕
方
到

着
の
方
等
様
々
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

参
加
者
に
は
個
々
に
お
伺
い
し
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

費

用

六
三
〇
〇
円

(

一
泊
二
食)

＋

一
八
九
〇
円

(

十
一
日
昼
食
代)

※
な
お
、
十
日
夕
食
後
の
懇
親
交
流

会
ご
参
加
の
方
は
、
一
〇
〇
〇
円

の
会
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み

参
加
申
込
み
は
、

十
一
月
二
十
五
日

ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会

長

桑
村

隆

０
７
７（
５
４
６
）０
６
１
０

kuwa9
0
6
5
@mx.scn.tv

副
会
長

倉
越

進

０
６（
６
８
７
５
）７
２
１
２

s.kurakoshi@r5
.dion.ne.jp

事
務
局

田
村

功

０
９
０（
３
６
２
９
）９
３
４
４

tamura.1
8
5
2
8
@ezweb.ne.jp

山
本
政
博

０
７
２（
２
８
８
）０
７
３
１

m-yamamoto@sakai.zaq.ne.jp

個
人
課
税
事
業
者
の
方
で
平
成
十
五
年

分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
て

い
る
方
は
、
平
成
十
七
年
分
は
消
費
税
の

課
税
事
業
者
と
な
り
、
消
費
税
の
課
税
事

業
者
届
出
書
の
提
出
及
び
申
告
と
納
税
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
っ
た
場
合
、

消
費
税
の
納
付
税
額
の
計
算
方
法
に
は
、

｢

一
般
課
税｣

と
「
簡
易
課
税
」
の
二
つ
の

計
算
方
法
が
あ
り
ま
す
。

納
付
税
額
の
計
算
方
法

一
般
課
税

課
税
売
上
げ
に
係
る
消
費
税
額
か
ら
課

税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費
税
額
を
控
除
し

て
納
付
す
る
消
費
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
課
税
仕
入
れ
等
の
事
実
を

記
録
し
た
帳
簿
と
請
求
書
等
の
両
方
の
保

存
が
な
け
れ
ば
、
仕
入
や
経
費
の
支
払
い

の
際
の
消
費
税
分
を
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

簡
易
課
税

課
税
売
上
げ
に
係
る
消
費
税
額
に
事
業

に
応
じ
た
一
定
の
「
み
な
し
仕
入
率
」
（
例

え
ば
、
農
業
は
七
十
％
）
を
乗
じ
た
金
額

を
課
税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費
税
額
と
み

な
し
て
、
納
付
す
る
消
費
税
額
を
計
算
し

ま
す
。

こ
の
場
合
に
課
税
売
上
高
を
事
業
（
小

売
業
、
製
造
業
な
ど
）
ご
と
に
帳
簿
等
で

区
分
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
算
方
法
の
選
択

「
一
般
課
税
」
に
よ
り
計
算
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
前
々
年
の
課
税
売
上
高
が

五
千
万
円
以
下
の
方
は
、
事
前
に
「
簡
易

課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
「
簡
易
課
税
」
に
よ
り
計
算
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
さ
れ
た
場
合
は
二
年
間
は
取

り
や
め
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
書
の
提
出
期
限

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
よ
う
と
す
る

年
の
前
年
の
十
二
月
末
ま
で
に
「
簡
易
課

税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
平
成
十
七
年
に
新
た
に
課
税

事
業
者
と
な
る
個
人
事
業
者
の
方
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
提
出
す
れ
ば
、
平
成
十
七
年
分
の
消

費
税
の
申
告
か
ら
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
既
に
「
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

出
書
」
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
一
般

課
税
へ
変
更
す
る
方
も
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
税
務
署
個
人
課
税
部
門

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

税
務
相
談
室
徳
島
分
室

０
８
８（
６
２
５
）１
９
３
３

５

ご
存
知
で
す
か
？

消
費
税
の
改
正
点

～
ふ
る
さ
と
と
の
交
流
～

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
だ
よ
り

会
員
の
皆
様
へ

老

人

保

健



６

障
害
の
状
況
や
遠
隔
地
で
あ
る
理
由
に
よ

り
、
障
害
者
更
生
相
談
所
に
直
接
来
所
で
き

な
い
方
を
対
象
に
地
域
に
出
向
い
て
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
の
補
装
具
（
義
足
）
の
交
付

を
受
け
た
い
。

・
身
体
障
害
者
の
施
設
を
利
用
し
た
い
。

・
身
体
障
害
者
福
祉
の
諸
制
度
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

相
談
科
目

整
形
外
科

日

時

十
一
月
二
十
一
日

午
前
十
時
～

午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

相

談

料

無

料

申

込

先

役
場
福
祉
課

（
２
）１
５
０
２

申
込
期
限

十
一
月
十
日

徳
島
県
建
設
労
働
組
合
勝
浦
支
部
で
は
、

町
内
の
高
齢
者
世
帯
の
か
た
を
対
象
に
、
地

震
時
の
家
具
転
倒
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
奉
仕

活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
奉
仕
活
動
の
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

奉
仕
期
間

十
一
月
一
日

～
二
十
日

対

象

者

高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
だ
け
の
世
帯

※
高
齢
者
一
人
世
帯
を
含
む

作
業
内
容

地
震
時
の
家
具
補
強
、
建
具
の
簡
単
な
補

修
（
た
だ
し
、
止
め
金
、
金
具
等
の
材
料
費

は
、
申
込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

申
し
込
み
先

徳
島
県
建
設
労
働
組
合
勝
浦
支
部
代
表

遠

藤

利

一

（
２
）２
３
７
２

蜂
が
家
の
周
り
な
ど
に
巣
を
作
り
、
駆
除

し
た
い
と
い
う
方
、
勝
浦
町
で
は
町
民
の
方

へ
の
ミ
ツ
バ
チ
等
の
駆
除
に
使
用
す
る
防
護

服
を
無
料
で
貸
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

啓
発
必
要
な
方
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

が
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
個
人
で

駆
除
で
き
な
い
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
が
、

勝
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
蜂
防
護
服
は
、
ス
ズ
メ
蜂
等

大
形
の
ハ
チ
の
駆
除
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ス
ズ
メ
蜂
等
の
巣
の
駆
除
は
、
絶
対
に
個
人

で
は
お
こ
な
わ
ず
、
害
虫
駆
除
専
門
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ役

場
住
民
課

（
２
）１
５
０
１

勝
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
２
）４
６
５
２

目

的
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
運
転
者
の

免
許
人
口
は
加
速
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に

徳
島
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
高
齢
者
人
口
の

増
加
率
は
十
年
早
く
進
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者
が
被
害
・
加
害
に
遭

う
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
徳
島
県
警
察

で
は
、
高
齢
者
運
転
標
識
（
ベ
テ
ラ
ン
・
ド

ラ
イ
バ
ー
マ
ー
ク
（
Ｖ
Ｄ
マ
ー
ク
））
を
七

十
歳
以
上
の
運
転
者
に
対
し
て
貼
付
百
％
運

動
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

販
売
先

カ
ー
用
品
店
又
は
小
松
島
警
察
署
交
通
安

全
協
会
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ役

場
住
民
課

（
２
）１
５
０
１

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に
資
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営

業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
「
理
容
店
」「
美

容
店
」
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」
「
め
ん
類

飲
食
店
」
「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店
頭

に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登
録
店

は
、
安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約
束
す
る
信

頼
で
き
る
お
店
で
す
。

☆
詳
し
く
は
、

（
財
）徳
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
２
３
）７
４
０
０
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
世
帯
の
皆
様
へ

地
震
時
の
家
具
補
強
等

無
料
奉
仕

高
齢
運
転
者
標
識
普
及
促
進

運
動
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

に
つ
い
て

蜂
の
防
護
服
の
貸
出
し
に

つ
い
て

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

厚生労働大臣認可



７

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
十
一
月
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

十
一
月
の
活
動
内
容

１
日

神
社
ま
で
散
歩

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
の
周
辺
を
仮
装
行
列
し

ま
す
。
（
お
面
等
仮
装
の
準
備
は
こ
ど
も

の
ひ
ろ
ば
で
お
こ
な
い
ま
す
）

８
日

リ
ト
ミ
ッ
ク

ピ
ア
ノ
の
音
に
あ
わ
せ
て
動
い
た
り
止
ま
っ

た
り
、
ト
ン
ボ
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

15
日

ラ
イ
ア
と
お
話

ラ
イ
ア
と
い
う
楽
器
を
弾
い
て
く
れ
た
り
、

人
形
劇
や
か
た
り
か
け
な
ど
を
し
ま
す
。

22
日

も
ち
つ
き
・
健
康
相
談

お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
お
も
ち
つ
き
を
し

て
、
自
分
の
た
べ
る
も
ち
を
ま
る
め
た
り

し
ま
す
。

29
日

自
由
遊
び

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
で
自
由
に
遊
び
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

①
参
加
資
格

町
内
お
よ
び
町
に
関
係
す
る

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
一
般

②
作
品
形
式

毛
筆
の
た
て
書
き

条
幅
半

切
の
四
分
の
一
（
六
十
八
㎝×

十
七
・
五

㎝
）
作
品
の
左
に
、
学
生
は
校
名
・
学
年
・

氏
名
、
一
般
は
地
域
名
・
氏
名
を
書
く
。

③
課

題

新
し
い
年
を
む
か
え
て
、
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
を
書
く
。

④
出
品
数

一
人
一
枚

⑤
出
品
料

一
人
百
円

⑥
出
品
締
め
切
り

十
二
月
十
日

※
団
体
は
出
品
目
録
を
提
出
す
る
。

⑦
作
品
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
事
務
局

〒
七
七
一

四
三
〇
六

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男

宛

＆
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
）２
３
６
１

⑧
表

彰

大
賞
、
特
別
賞
、
優
秀
賞

出
品
者
全
員
に
参
加
賞

⑨
会
期
・
展
示
場

平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

～
平
成

十
八
年
末
（
大
宮
八
幡
神
社
）

平
成
十
八
年
一
月
五
日

～
一
月
三
十
一

日

（
阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
・

Ｊ
Ａ
東

と
く
し
ま
勝
浦
支
所
・
徳
島
銀
行
勝
浦
支

店
・
勝
浦
郵
便
局
）

【
特
別
事
項
】

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
者
は
、
次
の
要
項
に

よ
り
即
席
書
写
大
会
に
出
場
し
て
、
大
賞
、

特
別
賞
に
挑
戦
す
る
も
の
と
す
る
。

日
時

平
成
十
八
年
一
月
五
日

午
前
九
時
集
合

場
所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主
催

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
実
行
委
員
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

勝
浦
町
で
は
毎
年
「
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
」
と
題
し
て
、
「
広
報
か
つ
う
ら
」

一
月
号
に
掲
載
す
る
作
文
を
新
成
人
か
ら
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
原
稿
用
紙
四
百

字
詰
め
一
枚
程
度
で
す
。
掲
載
さ
せ
て
頂
い

た
方
に
は
、
す
こ
し
で
す
が
お
礼
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
十
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り
返

し
、
様
式
と
参
考
ま
で
に
昨
年
掲
載
い
た
し

ま
し
た
作
文
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
厳
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
２
）２
５
１
５

第
十
回

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展

作
品
募
集

ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
十
一
月
行
事

募

集

「
広
報
か
つ
う
ら
」一
月
号
に
掲
載
す
る

新
成
人
の
作
文
募
集

17.5㎝

68
㎝

生比奈保育所・横瀬保育所の

臨時保育士を募集します。

受付期間 平成18年２月末日まで

職 種 保育士

募集人員 若干名

勤務場所 生比奈保育所･横瀬保育所

勤務時間 ８:30～17:15

(早出遅出勤務あり)

雇用期間 平成18年４月１日～
平成19年３月31日

提出書類 履歴書（市販のもの）と

保育士免許のコピー

提出先・問い合わせ

役場 福祉課 2－1502

平成18年度 臨時職員募集

生比奈保育所･横瀬保育所

臨時保育士募集!
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開催日時
講 座 ・ 教 室 名

場 所 定員 備 考
人 権 健 康 教 室 文化･趣味講座

17.７月３日
社会総合大学開校式
（二宮清純講演会） 勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

８月21日
阿波人形芝居フェ
スティバル勝浦

勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

９月27日 リトミック体操
子育て交流支援センター

（旧沼江保育所）
なし 終了しました

10月25日 絵手紙作り体験 ふれあいの里さかもと 30名 終了しました

11月12日 リトミック体操
子育て交流支援センター

（旧沼江保育所）
なし 飲み物付き

11月21日 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし

12月６日
うどん打ち･そば
打ち体験試食

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

18.１月17日
つたかご･リース
作り体験

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

２月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし 記念品贈呈

平成17年度 高 齢 者 教 室

①事前申込みが必要な講座は、勝浦町教育委員会 (2)2515へ開催日の７日前までに申し込んでください。（電話でも可）

②送迎バスを運行します。

③都合により日程・内容を変更する場合がございます。（変更する場合は広報誌等でお知らせします。）

④健康教室は軽い体操ができる服装で参加してください。

⑤いずれの講座も参加料は無料です。

⑥開始時間は全ての講座とも午後１時からとなっております。（11月21日の人権講演会だけは午後７時からです）

⑦定員のある講座は先着順とし、定員になりしだい受付を締め切ります。

⑧各講座の案内文書は送付いたしません。

勝浦町教育委員会では、小中学校児童・生徒が放課後や休日を健全

で安全に過ごせるために、地域住民の方々を中心としたボランティア

活動により、８月から子ども教室を開いています。多彩な教室を開催

しており、町内の小中学校に通う児童・生徒であれば、誰でも参加で

きますので、ぜひ一度遊びにきませんか？参加費はいずれの教室とも

に無料となっています。（一部の教室で、教材費が有料となっています）

★詳しくは、勝浦町教育委員会内〈 (2)2515〉勝浦町地域子ども教室

推進事業実行委員会まで、お問い合わせください。

教 室 名 内 容 開 催 日 場 所 参加資格 申 込

勝浦町子ども
教 室

陸 上 教 室 日曜日（日指定） 勝浦中学校 小学校高学年・中学生 現地集合

化 石 採 集 体 験 学 習 11/６ 立 川 小中学生 勝浦町教育委員会

天 体 観 測 12/17 那賀川町科学センター

小中学生
子育て交流
支援センター

バルーンアート体験学習 11/12 こどもの広場

む か し の あ そ び １/15 こどもの広場

生比奈子ども教室 金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 生比奈小学校 生比奈小学校生 生比奈小学校

横瀬子ども教室 金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 横瀬小学校 横瀬小学校生 横瀬小学校

野 球 教 室

生 比 奈 ク ラ ブ と
い っ し ょ に 野 球 練 習

火・金曜日
生比奈小学校
グラウンド

生比奈小学校生

現地集合

勝 浦 タ イ ガ ー ス と
い っ し ょ に 野 球 練 習

水・土曜日
横瀬小学校
グラウンド

横瀬小学校生

バレーボール
教 室

生比奈クラブといっしょにバレー練習 毎週水曜日 生比奈小学校体育館 生比奈小学校生

勝浦JVCといっしょにバレー練習 毎週金曜日 横瀬小学校体育館 横瀬小学校生

バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 教 室

勝浦キッズミニバスクラブ
といっしょにバスケット練習

毎週火・土曜日
生比奈小学校
体育館

生比奈・横瀬
小学校生

平成17年度

勝浦町地域子ども教室
開催日程表



９

第24回

Ａ
ゾ
ー
ン

予
選
リ
ー
グ

勝
浦
Ａ
２
―
０
鳴
門
西

勝
浦
Ａ
２
―
０
新
野
東

準

決

勝

勝
浦
Ａ
２
―
０
新
野
レ
モ
ン
ズ

決

勝

勝
浦
Ａ
２
―
０
福

井

Ｃ
ゾ
ー
ン

予
選
リ
ー
グ

生
比
奈
２
―
０
大

松

生
比
奈
２
―
０
横

見

決

勝

生
比
奈
２
―
０
那
賀
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ

Ｄ
ゾ
ー
ン

予
選
リ
ー
グ

勝
浦
Ｂ
１
―
１
応

神

勝
浦
Ｂ
０
―
２
那
賀
川
Ｖ
Ｂ

★
最
優
秀
選
手

Ａ
ゾ
ー
ン

定

作

沙

紀
（
勝

浦
）

Ｃ
ゾ
ー
ン

笠

木

香

穂
（
生
比
奈
）

☆
優
秀
選
手

Ａ
ゾ
ー
ン

板

垣

麻

香
（
勝

浦
）

木

原

麻

衣
（
勝

浦
）

岡

葉

月
（
勝

浦
）

Ｃ
ゾ
ー
ン

上

田

千

夏
（
生
比
奈
）

中
村
莉
央
成
（
生
比
奈
）

第
二
十
四
回
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大

会
（
勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
合
会
主
催
・

勝
浦
町
観
光
協
会
共
催
）
が
十
月
十
六
日

勝

浦
中
学
校
体
育
館
外
で
、
町
内
外
か
ら
六
十
チ
ー

ム
約
六
百
人
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

か
ら
は
勝
浦
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
横
瀬
小
学
校
）
か
ら
二

チ
ー
ム
と
生
比
奈
ク
ラ
ブ
（
生
比
奈
小
学
校
）

の
計
三
チ
ー
ム
が
出
場
、
六
ゾ
ー
ン
に
別
れ
て

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会
が
九
月
七
日
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
八
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
序
盤
は
、
悪
天
候
に
よ
る
日
程
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
盤
以
降

は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
チ
ー
ム
は
勝
利
を
目
指
し
て
、
日
頃
鍛
え
た
成
果
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
昨
年
同
様
、
生
名
対
横
瀬
ク
ラ
ブ
の
対
決
に
な
り
ま
し
た
。
試

合
は
、
序
盤
に
先
制
点
を
あ
げ
た
生
名
が
横
瀬
ク
ラ
ブ
の
中
盤
の
反
撃
に
耐
え
、

昨
年
に
続
い
て
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

まちかど散歩みち

坂

本

横

瀬

久

国

生

名

中

角

山

西

掛

棚

野

優勝 生 名

星

谷

小学生バレーボール
勝浦 大会

地
区
別
対
抗
軟
式
野
球
大
会
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宝くじの収益金によるコミュニティ助成事業によって、

農村環境改善センターの入り口に“防犯灯ハイブリッドタ

ワー”が完成しました。これは太陽光と風力を利用した照

明設備を整備し、夜間における来訪者の安全や防犯を図る

ため設置するもので、環境にやさしいクリーンエネルギー

を使用し、コストの軽減も図るものです。クリーンエネル

ギー需要に対する住民意識の向上推進のモデルとしても今

後における効果が期待されるものと考えています。

また、台風の襲来や東・南海地震の発生などの災害時に

おいては、当施設は町民体育館とともに、災害避難場所に

指定されていることもあり、停電に関係なく夜間の明かり

が得られます。こうしたことから安全で安心な照明が設置

されました。

防犯灯ハイブリッドタワー完成!!町内第１号

生
名
自
主
防
災
会
発
足

～
消
防
予
備
隊
結
成
～こ

の
た
び
生
名
地
区
に
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
、
去
る
十
月
九
日
に
発
足
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
主
防
災
組
織
は
、
「
安
全
で
住
み

よ
く
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
地
区
住
民
の
自
主
的
な
防
災

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
長
さ

ん
を
中
心
に
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
災
害
情

報
の
収
集
・
伝
達
、
避
難
、
出
火
防
止
活
動
、

初
期
消
火
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
生
名
区
の
消
防
Ｏ
Ｂ
で
昼

間
勝
浦
町
内
に
居
る
こ
と
が
多
い
有
志
十
名

に
よ
り
、
消
防
予
備
隊
が
結
成
さ
れ
、
手
薄

に
な
る
昼
火
事
の
初
期
消
火
を
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

machikado sanpomichi
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▼

芸術文化展

10月７日～８日、石原集会所にて地

域づくりのイベントとして芸術文化展

が開催されました。平成16年11月に発

足し、今回が第１回目となりました。

▲「県民参加の森
も

林
り

づくり」として「やすらぎの森」
の草刈り等を行ないました

10月８日 、「やすらぎの森を育てる会」〈代表：細川

寛さん（坂本）〉の呼びかけにより、徳島県と（社）とくしま

森とみどりの会が主催し、昨年秋と一昨年秋に町内有志や

（財）オイスカ徳島支局の皆さんがモミジの苗木を植えた坂

本の「やすらぎの森」の草刈りが行なわれました。

町内外から約60名のボランティアが参加し、３時間ほど

の作業で繁茂していた草や葛がきれいになりました。

また、モミジとサクラの苗木60本を植えました。

「育てる会」では、引き続き多くの方々のご協力をいた

だきながら、紅葉狩りができるよう、末永く育てていきた

いと話しています。 〈坂本 新居正志さん撮影〉

machikado sanpomichi

10月 町内の出来事
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付
加
年
金
に
つ
い
て

定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
四
〇
〇

円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
納
付
届
書
は
、
町

役
場
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

例

年
金
受
給
者
の
方
で
、
国
民
年

金
定
額
保
険
料
を
四
十
年
間
納

め
て
、
付
加
保
険
料
を
三
十
年

間
納
付
し
た
と
し
て
、
平
成
十

七
年
度
の
年
金
額
は
、

年
額
七
九
四,
五
〇
〇
円
＋

（
二
〇
〇
円×

三
十
年×

十
二
月
）

＝
八
六
六,
五
〇
〇
円

と
な
り
ま
す
。
（

）
内
部
分
が
、

一
年
間
の
付
加
年
金
額
で
す
。

こ
の
部
分
は
、
年
金
を
受
け
と

る
間
ず
っ
と
続
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

寡
婦
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含

む
）
が
二
十
五
年
以
上
あ
る
夫
が
年

金
を
受
け
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た

と
き
、
十
年
以
上
婚
姻
関
係
（
事
実

上
を
含
む
）
の
あ
っ
た
妻
に
、
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

寡
婦
年
金
額
＝

夫
が
受
け
ら
れ
る
は
ず
の
老
齢

基
礎
年
金
額×

四
分
の
三

※
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
を
持
っ

て
い
た
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
た
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
、
老
齢

基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

ず
に
亡
く
な
り
、
そ
の
遺
族
が
遺
族

基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
死
亡
一
時
金
と
寡
婦

年
金
の
両
方
が
受
け
ら
れ
る
場

合
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択

し
ま
す
。

死
亡
一
時
金
額

※
付
加
保
険
料
を
三
年
以
上
納
付

し
て
い
る
場
合
は
八,
五
〇
〇
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

０
８
８(

６
５
２)

３
１
１
１

勝
浦
町
住
民
課
年
金
係

(

２)
１
５
０
２

(

持
参
物
…
年
金
手
帳
等)

付
加
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金

国民年金だより

保険料納付済期間 金 額

３年以上15年未満 12万円

15年以上20年未満 14．5万円

20年以上25年未満 17万円

25年以上30年未満 22万円

30年以上35年未満 27万円

35年以上 32万円

今
回
は
「
消
費
者
の
四
つ
の
権
利
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

①
安
全
で
あ
る
権
利

事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
健

康
・
生
命
な
ど
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
権
利
。

②
知
ら
さ
れ
る
権
利

商
品
な
ど
を
選
択
す
る
た
め
に
必
要
十
分
で
、
正

確
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
権
利
で
す
。

③
選
ぶ
権
利

公
正
な
自
由
競
争
の
中
で
消
費
者
が
自
主
的
に
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
確
保
さ
れ
る
権
利
で

す
。

④
意
見
を
聞
い
て
も
ら
う
権
利

消
費
者
の
意
見
が
国
や
地
方
自
治
体
の
政
策
に
公

正
・
迅
速
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

消
費
者
と
業
者
と
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
格
差
が
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
、

消
費
者
は
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
国
・
地
方
自
治
体
、
事
業
者
は
、

消
費
者
の
権
利
を
尊
重
し
、
擁
護
・
推
進
す
る
た
め

の
責
務
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

一
方
、
消
費
者
も
、
自
分
た
ち
の
消
費
者
と
し
て

の
権
利
を
知
り
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
確
立
さ
れ
る
よ

う
に
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
行
動
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
２
３
）０
６
１
１

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

消
費
者
の
豆
知
識

消
費
者
の
権
利
を
知
ろ
う
！
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国保と医療費

定年退職された方へ

会社など定年退職された人は国保の被保険者となりますが、

次の条件をすべて満たしている人とその家族（被扶養者）は、

「老人保険制度」に移るまでの間は

「退職者医療制度」で医療を受けることになります。

退職者医療制度の
加入手続きはお済みですか？

対象となるみなさんが届け出をしないまま、一般の国保の保険証で医療機関に

かかっていると、本来職場の健康保険などが出し合う「拠出金」でまかなわれる

べき医療費分まで国保が負担することになります。対象となったら必ず届け出を

お願いします。

必ず届け出をお願いします！

退職者医療制度の対象となる人は

退職被保険者（本人）

●国保に加入している（または、これから加入する）

●老人保健法の適用を受けていない

●厚生年金、各種共済組合などの、老齢（退職）年金・

通算老齢（退職）年金・老齢厚生年金・退職共済年

金を受けられる

●厚生年金、共済年金など被用者年金保険の加入期

間の合計が20年以上あるか、40歳以降10年以上あ

る（ただし、国民年金は除きます）

※なお、障害年金や遺族年金を受けているため、上記年金

が支給停止となっている人も対象となります。ただし若

年停止の人は対象となりません。
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かたりあうページ

あ
な
た
は
、
障
害
者
と
生
活
す
る

こ
と
を
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
私
の
兄
は
、
中
学
二
年
生
の
と

き
に
か
か
っ
た
病
気
が
も
と
で
体
が

不
自
由
に
な
り
、
車
イ
ス
と
松
葉
杖

を
使
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
兄
が
一
人
で
は
出
来
な
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
、
近
く
に
い
る
家
族
が
手
助
け
し

て
い
ま
す
。
で
も
、
私
は
そ
れ
が
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
は
、
兄
の
手
助
け
を
す
る
の

も
、
友
達
に
数
学
の
解
き
方
を
教
え

て
あ
げ
た
り
、
困
っ
て
い
る
と
き
に

助
け
て
あ
げ
た
り
す
る
の
と
同
じ
こ

と
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
私
は
兄
と

生
活
し
て
い
て
、
苦
労
す
る
と
か
大

変
だ
と
か
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
障
害
の
な
い
人
に
比
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
手
助
け
す
る
回
数
が
多
い
だ
け
な

の
で
す
。

私
は
兄
と
共
に
生
活
す
る
中
で
、

兄
が
障
害
者
だ
と
意
識
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
買
い
物
に
行

こ
う
と
な
っ
た
と
き
、
段
差
は
あ
る

か
な
、
ス
ロ
ー
プ
は
あ
る
か
な
と
考

え
ま
す
。
そ
の
と
き
、「
兄
ち
ゃ
ん
て
、

障
害
者
だ
っ
た
ん
や
な
ぁ
」
と
思
う

の
で
す
。
で
も
こ
れ
は
、
毎
日
一
緒

に
生
活
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
言
え
る

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
私
も
小
さ
い
と
き
は
、

障
害
者
に
対
す
る
偏
見
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
障
害
者
を
見
た
時
、

「
や
り
た
い
こ
と
で
き
ん
の
っ
て
嫌
や

な
ぁ
、
な
り
た
く
な
い
な
ぁ
」
と
か

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
兄
が
病
気
に
な
っ
て
、
障

害
者
が
身
近
に
な
っ
た
と
き
、
私
の

障
害
者
に
対
す
る
考
え
は
ガ
ラ
ッ
と

変
わ
り
ま
し
た
。
私
は
あ
の
頃
、
人

を
外
見
だ
け
で
判
断
し
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
す
。
で
も
、
外
見
だ
け
で

は
そ
の
人
の
生
き
方
や
物
の
考
え
方

ま
で
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

兄
と
の
生
活
で
実
感
し
ま
し
た
。
兄

か
ら
こ
の
こ
と
に
気
付
か
せ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
、
私
は
今
も
、
障
害
者

へ
の
偏
見
を
持
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
は
兄
が
障
害
者
に
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
偏
見
が
な

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
で
も
多
く

の
人
は
、
健
常
者
に
比
べ
て
障
害
者

が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
街
で
障
害

者
を
見
か
け
る
回
数
も
そ
う
多
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
障
害
者
に
接
す
る

機
会
が
少
な
い
人
た
ち
は
、
小
さ
い

頃
の
私
の
よ
う
に
、
外
見
か
ら
障
害

者
に
対
し
て
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
、
そ
の
人
の
障
害
者
に

対
す
る
心
の
壁
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
。
こ
の
「
心
の
壁
」
を
取

り
除
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
。
私
は
、「
他
人
を
認
め
る

心
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
を
大
切
に
す
る
心
が
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
世
界

中
で
、
自
分
と
ま
っ
た
く
同
じ
人
は

い
ま
せ
ん
。
た
っ
た
一
人
し
か
い
な

い
人
間
あ
れ
ば
、
そ
の
人
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
、
私
た
ち
は
も
っ
と
自
分
自
身
を

大
切
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
存
在
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
然
に
他
人
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

は
ず
で
す
。
そ
の
心
で
相
手
の
個
性

を
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
人

の
性
格
、
外
見
、
行
動
な
ど
、
す
べ

て
が
個
性
だ
と
思
い
ま
す
。
手
や
足

が
な
く
て
も
、
階
段
が
上
れ
な
く
て

も
、
目
が
見
え
な
く
て
も
、
そ
れ
を

個
性
と
し
て
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
健
常
者
の
障
害
者
に

対
す
る

｢

心
の
壁｣

が
な
く
な
る
と

思
う
の
で
す
。
私
と
い
う
人
間
が
一

人
し
か
い
な
い
よ
う
に
、
他
の
人
も

一
人
し
か
い
な
い
大
切
な
存
在
な
の

で
す
。

私
は
兄
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

｢

兄
ち
ゃ
ん
、
病
気
に
な
る
前
、
障
害

者
に
偏
見
持
っ
と
っ
た
。｣

｢

う
ん
、
持
っ
と
っ
た
よ
。｣

私
は
質
問
を
続
け
ま
し
た
。

｢
ほ
な
、
病
気
に
な
っ
て
、
自
分
が
偏

見
を
持
っ
と
っ
た
障
害
者
側
に
な
っ

て
ど
う
。｣

｢

ほ
ら
、
最
初
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
け

ど
、
障
害
や
っ
て
自
分
の
一
部
っ
て

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
今
、
楽

し
い
よ
。｣

私
は
兄
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

手
助
け
す
る
側
の
人
に
と
っ
て

｢

楽

し
い｣

と
い
う
言
葉
を
言
わ
れ
た
ら
、

す
ご
く
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

私
は

｢

障
害
者
は
特
別
な
人｣

と

い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
を
本
当

に
な
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。｢

自
分
と
は
ち
が
う
人｣

と
い

う
考
え
が
「
特
別
な
人
」
と
い
う
言

葉
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。
世

界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。

そ
の
一
人
ひ
と
り
個
性
も
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
の
個
性
も
受
け
止

め
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
あ
な
た
の

｢

心
の
壁｣

は
な
く
な
り
ま
す
。

障
害
者
は
不
便
で
す
。
で
も
、
不

幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
み
ん

な
に

｢

楽
し
い｣

と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
り
よ
い
社
会
を
私
達
の
力
で
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

徳
島
地
方
法
務
局
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
五
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会

入
賞
作
品
集
よ
り

たった一人のあなたへ
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秋
暑
し
杖
つ
く
人
に
歩
を
合
せ

風
は
秋
帰
り
し
子
等
の
濯
ぎ
も
の

坂
本

美

馬

直

枝

つ
つ
ま
し
く
老
の
紅
ひ
く
敬
老
日

た
そ
が
れ
は
何
時
も
淋
し
や
野
菊
道

三
渓

中

林

祥

子

天

し
花
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
四
度
咲
き

湿
原
の
木
道
の
果
て
秋
の
空

横
瀬

日
下
智
世
子

立
川
は
流
れ
も
香
り
も
我
古
郷

立
川
の
流
れ
る
景
色
我
が
香
り

立
川

堀

正

人

糸
通
す
孫
の
額
に
光
る
汗

仲
秋
の
名
月
母
は
夢
の
中

星
谷

上

岡

久

子

夕
暮
れ
て
野
道
歩
め
ば
虫
時
雨

豊
作
の
よ
ろ
こ
び
町
の
秋
祭
り

生
名

小

西

典

子

水
煙
に
秋
を
ま
と
い
て
寺
昏
る
る

去
る
雲
を
追
う
雲
は
や
し
夕
花
野

生
名

丸

山

香

月

蛸
壺
を
叩
き
つ
く
ら
う
老
夫
婦

子
を
育
て
帰
る
日
を
待
つ
群
つ
ば
め

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

癒
え
近
き
身
を
風
鈴
の
風
に
置
き

渓
紅
葉
流
る
ゝ
水
の
紅
な
り
に

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

爽
や
か
に
裏
も
表
も
な
き
暮
し

男
の
児
授
か
る
今
日
の
天

し

沼
江

大

川

冨

美

旅
に
出
る
今
朝
新
米
の
艶
握
る

蔓
枯
れ
て
転
が
る
南
瓜
陽
に
裂
け
し

沼
江

中
井
清
二
郎

遍
路
道
や
す
ら
ぎ
誘
う
野
菊
か
な

新
柄
の
長
袖
通
す
秋
涼
し

坂
本

板

東

征

二

板
橋
の
架
か
る
近
か
道
野
菊
咲
く

夕
焼
け
の
棚
田
の
村
や
鵙
猛
る

坂
本

新

居

晋

松
茸
や
三
年
ぶ
り
の
土
瓶
蒸

丁
石
を
囲
み
て
ゆ
れ
る
野
菊
か
な

坂
本

池

谷

武

久

咲
き
匂
う
明
日
香
の
丘
の
野
菊
か
な

そ
の
昔
焼
松
茸
を
食
い
に
け
り

坂
本

山

口

昭

市

新
涼
を
呼
び
込
む
窓
を
開
け
放
ち

山
の
神
鎮
も
る
森
や
初
紅
葉

坂
本

新

居

雄

彦

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

十
一
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品

女
性
に
対
す
る
暴
力

女
性
の
約
五
人
に
一
人
は
夫
等
か
ら
の
暴
力
の
被
害
経
験
が
あ
り
、

約
二
十
人
に
一
人
は
命
の
危
険
を
感
じ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
よ
る
被
害
経
験
が
あ
る
女
性
は
約

五
人
に
一
人
（
十
九．

一
％
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
、
命
の
危
険
を
感
じ
た
と
回
答
し
た
女
性

は
四．

四
％
で
、
約
二
十
人
に
一
人
の
女
性
が
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
に

よ
っ
て
命
の
危
険
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
生
活
を
脅
か

し
、
尊
厳
を
傷
つ
け
る

Ｄ
Ｖ
は
、
決
し
て
許
さ

れ
な
い
人
権
侵
害
行
為

で
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

０．７

４．４女 性
（1，714人）

配偶等者からの暴力による
被害経験（９．３％）

配偶者等からの暴力による被害経験（１９．１％）

命の危険を感じた経験
男 性

（1，409人）

０ ４ ８ 12 16 20
（％）
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み ん な の 健 康

の保健行事
〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

８ 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 棚 野 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

10 木
健 康 相 談

糖 尿 病 予 防 教 室
９:00～11:00 星 谷 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

18 金

離 乳 食 講 習 13:00～13:40
農村環境改善

セ ン タ ー

平成17年３月１日から

８月31日までに生まれ

た子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

29 火
健 康 相 談

ふ れ あ い 教 室
９:00～14:00 勝 浦 会 館 乳幼児とその家族 健 康 手 帳

11月 勝浦郡夜間救急当番表

11月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ 11月18日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

11月４日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ 11月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ 11月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ 11月24日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

11月10日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ 11月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ 11月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ 11月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ 平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

が
ん
の
自
覚
症
状
は
、
病
気
が
進
行
し
な
い

と
現
わ
れ
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
が
ん

の
一
般
的
な
症
状
と
い
わ
れ
て
い
る
「
し
こ
り
」

や｢

出
血｣

は
、
他
の
病
気
に
も
み
ら
れ
が
ち
な

症
状
で
す
。

が
ん
の
場
合
、
何
よ
り
も
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
総
合
健
診
な
ど
の
結
果
が
「
要
精
密
」

と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
不
安
が

る
こ
と
な
く
、
速
や
か
に
受
診
票
を
持
参
の
上
、

医
療
機
関
で
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
福
祉
課

保
健
師

(

２)

１
５
０
２

が
ん
検
診
で
精
密
検
査

ま
だ
の
人
は
早
く

受
診
し
ま
し
ょ
う
！
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保 健 だ よ り

インフルエンザに気をつけよう！
朝、夕寒くなってきました。いよいよこれから寒さもまし、かぜやインフルエンザに注意が

必要な季節に入ります。かぜやインフルエンザ等にかからないように、気をつけましょう！

かぜは、正式には「かぜ症候群」といい、主

にウイルスが鼻やのどの粘膜に感染し、くしゃ

み、鼻水、鼻づまりなどの症状を引き起こしま

す。インフルエンザウイルスは、普通のかぜに

比べて症状が重く、感染力も強いのが特徴です。

普通のかぜは、鼻水やせき、のどの痛みなど

の呼吸器症状が主で、発熱はさほど高くなく、

症状は比較的軽いといえます。ただし、子ども、

高齢者や持病のある人の場合は、症状が重症化

することもあるので、注意が必要です。主に手

などを介して感染します（接触感染）。ただ、

感染力はさほど強くなく、爆発的に流行するこ

とはありません。

一方、インフルエンザウイルスに感染すると、

子どもだけでなく、大人でも39度以上の高熱が

出ます。発熱とともに、強い頭痛や倦怠感、筋

肉や関節の痛み、食欲不振など、全身の症状が

出て、大人でも３日ほど、子どもではそれ以上

の期間、寝込んでしまいます。発熱や痛みなど

が治まってくると、鼻水やせきなどの呼吸器症

状が目立ってきます。だいたい症状が治まるま

でに１週間ほど、完治するまでには10日～２週

間ほどかかります。

インフルエンザは、インフルエンザにかかっ

ている人がせきやくしゃみをしたときに、ウイ

ルスが空気中に散乱し、それを周囲の人が吸い

込むことで感染します（空気感染）。そのため、

爆発的に広がって流行します。普通のかぜが流

行しても死亡する人はあまりありませんが、イ

ンフルエンザが流行すると、特に65歳以上の高

齢者や慢性の病気にかかっている人や乳幼児で

死亡率が高くなるという点でも異なります。

普通のかぜは、接触感染するので、こまめに

手を洗って、手に付いたウイルスを落とすこと

が重要です。また、「人込みへの外出を避ける」

「室内は加湿し、こまめに換気する」「マスクで

鼻やのどの乾燥を防ぐ」「外出後、必ず、手洗い・

１ インフルエンザとかぜの違い

２ 予防の方法

うがいをする」なども有効です。ただ、インフルエ

ンザに関しては、ワクチンの接種を受けることも効

果的な予防策になります。

また、ウイルスなどに対する体の抵抗力を高める

ためには、日ごろから十分な休息と栄養バランスの

よい食事、適度な運動を心がけて、体力をつけてお

くことも必要です。

本町では10月29日から高齢者（65歳以上）等を対

象に定期インフルエンザの予防接種を実施していま

す。先に申し込みをされた方には、事前に予診票、

「予防接種を受けられる方へ」の書類を送付します。

接種日：10月29日～12月17日
毎週土曜日の午前中

〔受付時間は指定となっています〕

接種場所：勝浦病院
当日持参する物：予診票

接種料金（1,000円）

〔ただし生活保護世帯は除く〕

接種日によっては希望者が多数となったため、受

付時間を指定させていただくことになりました。ご

迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほど、よろ

しくお願いします。

※なお、65歳未満の方については、接種期間、接種料

金が異なるため直接、医療機関にお問い合わせ下さい。

ワクチンの確保が可能かどうか、現時点ではわ

かりませんので、希望される方はキャンセル待ち
として、12月以降ワクチンの確保ができしだい、

ご連絡させて頂きます。
なお、キャンセル待ちの場合、

インフルエンザの予防接種が必
ずできる保証はありませんので

ご了承下さい。

問い合わせ

役場福祉課 （2）1502

３ 予防接種について

65歳以上の申し込みをされていない方について
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11月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
土
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（15日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（22日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

11月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
火
曜
日

（８日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（21日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

十
一
月
五
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

十
一
月
十
二
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

最近、犬の飼い主の方のマナー
が悪くなってきています。飼い犬
の放し飼いや散歩中のフンの放置
はやめましょう。
今、飼い主のモラルが問われて

います。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく楽しく快適にペッ
トと暮らすためにも、愛情と責任
を持って飼いましょう。

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

11月２日

11月16日
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図書館だより
新着図書の一部紹介

月とよしきり 津 本 陽

憑 神 浅 田 次 郎

無事、これ名馬 宇江佐真理

風の盆幻想 内 田 康 夫

ハルとナツ ～届かなかった手紙～ 橋田壽賀子

誰よりもつよく抱しめて 新 堂 冬 樹

愛し続けるのは無理である 内 館 牧 子

さようなら、私の本よ！ 大江健三郎

ももこタイムス さくらももこ

浄 夜 花 村 萬 月

アガワとダンの幸せになるためのワイン修業
カジュアルワイン編・ゴージャスワイン編

阿川佐和子

ララピポ 奥 田 英 朗

卵ー個ぶんのお祝い。～東京日記～ 川 上 弘 美

雲の都 第二部 時計台 加 賀 乙 彦

ななつのこものがたり 加 納 朋 子

落 雷 上・下 ダニエル・スティール

億万ドルの舞台 シドニイ・シェルダン

四月の雪 キム・ヒョギョン

地震から子どもを守る50の方法 国 崎 信 江

釣り道具作りに挑戦！ 酒 井 茂 之

★おはなし会

27日 午後２時から 図書館幼児室

★県立図書館協力巡回日

○印（下記カレンダー）

★休館日 ○印（下記カレンダー）

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横の
ブックポストに入れてください。

11月の行事

★ 11 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０

都に連続する怪しげな出来

事。その事件が、やがて恐る

べき陰謀へ繋がり始める。都

の存亡の危機に清明、博雅が

大活躍する傑作長篇。

陰陽師滝夜叉姫上･下

夢 枕 獏

日

時

十
一
月
七
日

～
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時

場

所

勝
浦
町
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室
・
郷
土
資
料
室

今
年
も
阿
波
絵
師
等
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
掛
軸

を
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

掛
軸
展
示
会

作者：味方晩景
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日 時 場 所 備 考

11月４日

11月11日

11月18日

11月25日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談
まちのうごき

平成17年９月16日～平成17年10月15日（敬称略）

人 口（平成17年９月30日現在）

世帯数 2,141戸

男性 3,164人

女性 3,396人

計 6,560人

出生 男 ４人 女 １人 計 ５人

死亡 男 １人 女 １人 計 ２人

転入 男 ７人 女 ６人 計 13人

転出 男 13人 女 ６人 計 19人

坪 内 勝 さん（久国） 原 田 英 夫 さん（中山）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（９月16日～10月15日）

ご利用ください！

日 時 11月10日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休みです)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088(655)5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

日 時 11月６日 午前９時30分～午後４時

11月７日 ～11月11日

午前８時30分～午後７時

11月12日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

徳島年金相談センター

出張年金相談所開設

年金週間（11月６日から12日）における

時間延長と休日年金相談

おくやみ申します

大字坂本字久良田 山 村 枝（71歳）

大字沼江字高開 登木シマヱ（93歳）

大字三溪字小川 内谷イノヱ（90歳）

大字沼江字天川 大 岡 明（88歳）

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 24 午後 7:30～9:30

踊 り ２ ・16 ・30 午後 2:00～4:00

歌 謡 10 ・17 午後 7:30～9:30

生け花 ７ ・21 午後 7:30～9:30

大正琴 10 ・17 ・25
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

習 字 ４ ・11 ・18 午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

11月交流講座ご案内

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

お誕生おめでとう

大字中角字東山 ）今 山 匡 邦
真 紀

長男 喬
きょう

晶
ま

長女 莉
り

菜
な中 西 英 樹

沙 織）大字沼江字神谷

ご結婚おめでとう

（ 大字坂本字東谷

大字沼江字田中

海 川 好 史
湯浅みゆき

（ 兵庫県淡路市

大字生名字東

内 野 志 郎
朔 加奈恵
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